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主催：埼玉県男女共同参画推進センター 

（With Youさいたま） 

彩の国   埼玉県 

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す。 

12/ 3(水）   

3 日（火） 13:30～

15:30 

「
障
害
と
女
性
」 

女性であること、 

障害者であることの複合差別 
     

        講師：大谷恭子さん 
          （弁護士・元内閣府「障害者政策委員会」委員） 

 
 
            長年、障害者の差別解消の推進に携わってきた弁護士

の大谷恭子氏を講師に迎え、障害女性の複合差別の課題
にどう取り組めるのか、ご一緒に考えたいと思います。 

12/10(水）    

 

 
障害女性によるトークセッション 

私たちはこう生きてきた 
地域で障害のある当事者としてさまざまな活動を展開してこられた３人の女性た

ちをゲストに迎え、それぞれの方の活動や、活動を進めるなかで感じてきたこと、
また、障害のある女性の立場から考えてきたことをお話しいただきます。 

 

■トークゲスト 

今年、日本は国連・障害者権利条約を批准しました。障害者権利条約には、障害の
ある女性が、障害があることに加え、女性であることで複合的な差別を受けている
こと、そうした女性たちの人権の確保が不可欠であることが明記されました。この
講座では、そうした複合差別の課題を専門家や当事者とともに考えます。 

☆見形信子さん（NPO 法人自立生活センターくれぱす事務局長） 

 

 ☆奈良崎真弓さん（知的障害本人活動運営・元 JICA ピアボランティア） 

 

☆安田章代さん（視覚障害者のコミュニティ「あおぞらの会」代表） 

進行：瀬山紀子（With You さいたま事業コーディネータ） 

13:30～15:30 
会場：埼玉県男女共同参画推進センター（さいたま新都心） 

会場：埼玉県男女共同参画推進センター（さいたま新都心） 

13:30～15:30 

入場無料 
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■申し込み方法（各回、先着４0 名） 

電話、ファックス、電子メール、電子申請（ホームページ）で、 

①氏名（ふりがな）  ② 住所(市町村名、さいたま市の方は区まで)  ③ 連絡先電話番号 

④ 希望する回 ⑤ 保育希望の有無を明記の上、お申し込みください。 

■手話が必要な方は、申込時にお伝えください。※締切１１／２６（水）まで 

■保育 ６ヵ月以上の未就学のお子さまをお預かりします。 

保育料：お子さま一人につき 300円  定員：２０名（先着順）  

お子様の名前（ふりがな）、年齢、アレルギーの有無   ※保育申込は１１／２６（水）まで 

■申込み・お問い合わせ先 

 埼玉県男女共同参画推進センター （With You さいたま） 

〒330-0081 さいたま市中央区新都心２－２ ホテルブリランテ武蔵野３・４階 

        電話 ０４８－６０１－３１１１      FAX ０４８－６００－３８０２ 

        Mail m013111ｆ＠pref.saitama.lg.jp  ホームページ  With Youさいたま   検索 ☜ 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１０日(水)トークゲスト紹介    

奈良崎真弓（ならさき・まゆみ）さん 知的障害本人活動運営・元 JICAピアボランティア 

神奈川県在住。特別支援学校を卒業後、知的障害者のための喫茶店勤務、高齢者施設スタッフ等を経験。 
知的障害者本人の会「サンフラワー」の立ち上げに関わる。2008年、知的障害のある初めての JICA（国際協力機構）
専門家としてタイに派遣され、タイを初め７か国から参加した知的障害のある人々を対象にワークショップを開催。
現在は、全日本手をつなぐ育成会の「わかりやすい障害者の権利条約編集委員会」委員として、知的障害者向けの条
文作りに取り組む。 

見形信子（みかた・のぶこ）さん NPO法人自立生活センターくれぱす事務局長 

1969年春日部市で二人姉妹の長女として生まれる。脊髄性筋萎縮症（SMA）。 
1981年から国立療養所東埼玉病院で療養生活を送る。中学・高校は隣接の埼玉県立蓮田養護学校に通学。 
その後、さいたま市（旧浦和市）でひとり暮らしをスタートさせる。 
2001年「自立生活センターくれぱす」と「NPO 法人ぴあ・ぱれっと」を設立。現在「ＮＰＯ法人自立生活センター 
くれぱす」事務局長・ピアカウンセラーとして障がい者の地域生活のサポートにあたる。 

安田章代（やすだ・あきよ）さん 視覚障害者のコミュニティー「あおぞらの会」代表 

1974年越谷市に生まれる。網膜色素変性症で、強度弱視であったが、中学校まで地域の学校で過ごした。 
病気が進行性のため、高校は県立盲学校（現塙保己一学園）へ。高校 2 年の頃、病気が急激に進行し、ほぼ全盲に。
その後、筑波大学附属盲学校（現筑波大学附属視覚特別支援学校）高等部専攻科理療科に進学し、マッサージ、鍼、
きゅうの視覚を取得。ヘルスキーパーとして、総合商社に入社。23歳で弱視の夫と結婚、退職。 
25 歳で長女出産、28歳で長男出産。現在、川口市で視覚障害者のコミュニティー「あおぞらの会」の運営にあたる。 

 

※お預かりした個人情報は、本講座の運営目的のため 

だけに使用し他の目的で使用することはありません。 

 駅も会場も 

バリアフリーです。 

※お預かりした個人情報は、本講座の運営目的のため 

だけに使用し他の目的で使用することはありません。 

駅も会場も 
バリアフリーです。 
 

◆JR 京浜東北線 
さいたま新都心駅徒歩５分 

◆JR 埼京線 
北与野駅徒歩６分 

※駐車場はありません。公共交通機関をご利用ください。 


